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付属資料 4：プロジェクト・デザイン・マトリックス (付属資料 4：プロジェクト・デザイン・マトリックス (Version 2.0 / 2011 年 3 月/ 2011 年 3 月 JCC にて承認 )（英語版からの仮訳　2013.3）にて承認 )（英語版からの仮訳　2013.3）
プロジェクト名：小型浮魚資源調査能力強化プロジェクト　　プロジェクト期間：2010 年 7 月から 2015 年 6 月　対象地域：モロッコ国の大西洋側水域 *1　　　
ターゲットグループ：国立漁業研究所（INRH）   対象魚種：ヨーロッパイワシ：Sardina pilchardus、サバ類：Scomber spp. (Scomber japonicus and Scomber 
scombrus)、アジ類：Trachurus spp. (Trachurus trachurus and Trachurus trecae)、　サルディネラ類：Sardinella spp. (Sardinella aurita and Sardinella maderensis)、ヨーロッパカタ
クチイワシ：Engraulis encrasicolus 

プロジェクトの要約 指　標 指標の入手手段 外部条件

上位目標

総合的な資源評価に基づいて適切な浮魚資

源管理計画が策定され実施される。

1小型浮魚に対する資源管理が実施される。 1　関連法令

プロジェクト目標

小型浮魚資源の総合的な評価が INRH によっ

て継続的に実施されている。

1． 資源評価において新たに 2つ以上の評価パラメーター群が追加される *2。

2． 小型浮魚資源の包括的なデータベースが構築され活用されている。

3． 小型浮魚資源評価に必要な予算が INRH 内で確保される。

4． 小型浮魚資源評価報告書作成のための組織体制が構築される。

5． 小型浮魚の年次資源評価報告書が農業海洋漁業省に提出される。

1． 小型浮魚資源評価報告書

2． データベースの状況

3． プロジェクトレポート（進

捗・ 終）

4． プロジェクトレポート（進

捗・ 終）

5． 小型浮魚資源評価報告書

モロッコ国の漁業資源管理方

針に変更が生じない。

アウトプット（成果）

1． 効果的な音響調査に必要な基礎情報が整

備される。

1-1． 対象魚種 5類の TS が求められる *3。

1-2． エコグラムの解析から対象 5種の魚群の特徴が確定される。

1-3． 少なくとも FAO ナンゼンプログラム音響調査データが INRH のデータ

ベースに追加される。

1-4． 本プロジェクトに関連した学術論文が国際的な学術雑誌に 1編以上投

稿される。

1-1． プロジェクトレポート

（進捗・ 終）

1-2． 関連会議の作業報告書

(CECAF 会議等 )

1-3． 本邦研修技術報告書

1-4． 音響調査データベース

1-5． 報告書 /学術論文

INRH の役割及び任務に変更

が生じない。

2． 音響調査の計画、実施、解析が改善され

る。

2-1． 音響調査計画が必要に応じて見直される *4。

2-2． 改善された計画に基づいた音響調査が実施される。

2-1． プロジェクトレポート

（進捗・ 終）

2-2． 調査船 Al Amir Moulay 

Abdallah 号による音響

調査報告書

3． 対象魚種の資源評価に補足情報が統合さ

れる。

3-1． 4 種類以上の関連情報が GIS データベースに統合される。 3-1． GIS データベース 3． 対象魚種の資源評価に補

足情報が統合される。

4． 対象魚種の現状解析や評価が改善され

る。

4-1． 総合的な資源評価の結果が反映された資源評価年次報告書が刊行され

る。

4-1． 小型浮魚資源評価報告

書

4． 対象魚種の現状解析や評

価が改善される。

5． プロジェクトの成果が国内及び近隣諸国

の関係者と共有される。

5-1． INRH のための技術セミナーが少なくとも 5回開催される。

5-2． 関係会議や地域セミナー（技術セミナー含む）において、プロジェク

トの成果が少なくとも 3回紹介される。

5-3． 地域セミナー用（技術セミナー含む）の資料（proceedings）が作成さ

れる。

5-1． 会議報告書

5-2． セミナーレポート

5-3． セミナーレポート

5． プロジェクトの成果が国

内及び近隣諸国の関係者

と共有される。
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活　　動 投　　入

1-1． in-situ 調査を含む測定により対象 5 魚種の TS データ

ベースを作成する。

1-2． （魚群探知機のデータと漁獲試験のデータの比較調査

を行い）魚群の探知及び魚種の同定のための基礎デー

タを得る。

1-3． 他機関の音響調査結果（例えばナンゼンプログラム）

を INRH のデータベースに取込む。

日本国

1． 専門家派遣

（1）長期専門家

－ 音響調査及び音響調査データ

解析

－ エコシステムモニタリング /

プロジェクト調整

(2) 短期専門家

－ チーフアドバイザー /エコシ

ステムモニタリング

－ TS

－   Geostatistics / GIS/ 統計

処理

－ 社会経済調査

－ 音響技術（Acoustic 

Engineering）

－ 資源評価

2． 供与機材

－ 音響調査結果解析ソフトウェ

ア

－ GIS/ Geostatistics ソフト

ウェア

－ その他

3． 本邦研修

－ Geostatistics / GIS

－  音響調査

－ 資源評価

－ その他

4． プロジェクト経費

－ 地域セミナー開催費

－ 国内セミナー開催費

モロッコ国

1． C/P の配置

－ プロジェクトダイレクター

－ プロジェクトマネジャー

－ プロジェクトコーディネータ

－ 以下の技術分野の C/P

* 音響調査及び調査結果の解析

*エコシステムモニタリング

*ターゲットストレングス（TS）

* Geostatistics/ GIS/ 統計処理

*社会経済調査

*音響技術（Acoustic Engineering）

* 資源評価

*その他

2． 施設の提供

－ カサブランカ及びアガディールにおける執務室

－ その他

3． 資機材

－ 調査船、

－ 音響調査用機材

－ 調査に必要な消耗品及び保守部品

－  その他

４． プロジェクト運営経費

－ 調査船の運航及び維持管理費

－ 音響調査機器の維持管理費

－ C/P の活動にかかる費用

－ プロジェクト運営に必要な経費

－ 国内セミナー開催費

－ その他

2-1．  現行の音響調査計画及び実施状況（調査線、調査回数、

昼夜間変動、サンプリング方法他）を確認する。

2-2． 音響調査結果の GIS による時空間的な解析技術を強化

する。

2-3． 音響調査計画を改善する。

2-4． 音響調査の実施方法を改 善する。

2-5． 改善した調査計画及び実施方法で音響調査を実施す

る。

3-1． 関連情報にかかる現行の調査結果（生態システムパラ

メータ、漁獲量、漁獲努力量、漁業に関する社会経済

情報等）の精度を確認する。

3-2． 関連情報の調査方法を改善する。

3-3． 改善された方法で関連情報を調査する。

3-4． 関連情報の調査結果を GIS データベースに統合する。

4-1． 現行の解析、評価方法を確認する。

4-2． 対象魚種のGISによる時空間的な解析技術を強化する。

4-3． 対象魚種の資源評価手法を改善する。

4-4． 改善された方法で、対象魚種の資源評価を行う。

4-5． 適切な管理方策に関する提言を含む年次資源評価報告

書を刊行する。

5-1． INRH の技術セミナーを開催する。

5-2． プロジェクトの成果を関係会議で紹介する。（例:CECAF

の北西大西洋アフリカ音響調査計画グループ会合等）

5-3． 小型浮魚の資源評価における音響調査の利用に関する

近隣諸国を対象とした地域セミナーを開催する。(セ

ミナー報告書を作成し公開する )

前提条件

1． 調 査 船 Al Amir Moulay 

Abdallah 号が適切に維持

管理される。

2． 音響調査機器（EK60）が

適切に機能する。

＊ 1:INRH の地域センターからのプロジェクト参加者（地中海センターを含む）についても、プロジェクトへの参加を前提にプロジェクトの資機材を利用する機会を平等に有する。

＊ 2:TS を含めて資源量のスケールファクターとして資源評価に適用されるパラメーター

＊  3: 正確な TS 値を得ることによって、将来の正確な資源量評価の可能性と指標としての科学論文の作成につながるものと見込まれる。また、資源管理の観点からもプロジェクト活動を通

じて対象 5 魚種の TS のより良い代替手段を得ることが必須となっている。加えて、おのおのの魚種の TS の代わりに、実際の分類による TS 値を用いることは、海洋での混合魚群の管理計

画にとっておそらく有効であろう。

＊ 4: 詳細は活動を参照：調査線計画、調査回数、昼夜間変動、サンプリング方法他。調査計画のパラメーターは分析を通じて科学的に評価される (例 : 調査線間隔のための geostatistics)
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